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歳歳総
出入額

二
九
億
五
千
一
〇
五
万
円

二
八
億
九
千
七
三
入
万
円

【
歳
入
】

【
歳
出
】

分担金・負担金・その他

1億1，016万円（4．7％）

財産収入7，140万円（3．0％）

繰越金7，301万円

　　　　（3．1％）

諸収入7，588万円
（3．2％）

　
円
入
切輪

　
昭
和
5
4
年
度
決
算
が
、
9
月
定
例
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昭
和
54
年
度
一
、
般
会
計
決
算
額
は
、

前
年
度
を
一
億
九
千
七
〇
五
万
七
千
円

上
廻
り
歳
入
総
額
二
三
億
六
千
四
六
七

万
六
千
円
。
歳
出
は
二
三
億
二
千
七
〇

〇
万
四
千
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引

額
は
、
三
千
七
六
七
万
二
千
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

㊨

⑳

　
歳
入
内
訳
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が

①
地
方
交
付
税
が
一
〇
億
二
千
万
円
（
前

年
比
一
一
・
二
％
の
増
）
と
全
体
の
約

半
分
近
く
を
し
め
②
統
合
中
学
校
並
び

に
統
中
体
育
館
建
設
の
整
備
事
業
債
や

道
路
事
業
の
県
貸
付
金
な
ど
の
町
債
が

三
億
七
千
二
五
〇
万
円
③
農
用
施
設
復

旧
補
助
や
農
地
災
害
復
旧
費
補
助
、
町

道
付
替
事
業
等
の
増
加
に
よ
り
県
支
出

金
が
七
千
万
円
の
増
で
三
億
一
千
三
二

八
万
円
、
④
国
庫
支
出
金
は
統
中
寄
宿

舎
各
学
校
の
給
食
設
備
施
設
事
業
等
の

議会費3，260万円（1．4％）

労働費商工費1，376万円（0．7％）

　
円
　
万
）

　
4
％

　
9

7
2

費
3
、
怨

育
億
（

教
5

　総務費

4億1，130万円

（17．7％）、

消防費6，696万円（2．9％）

甦　万円（3夙

灘脇．呪
）論．の

害復旧1

億4，090

（7．0％

「、

目的別歳出

23億2，700万円

！離命
公債費
1億7，797万円

（7．6％）／

　土木費

3億4，349万円
　　　　　　　農林業費

ぐ8％）3響円

完
了
に
よ
り
前
年
比
3
4
・
4
％
減
の
一

億
七
千
一
七
四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《町税》

一歳
億入
五総
千額
六の
六6
五・

万6
円％

　
税
収
総
額
は
前
年
度
に
比
較
す
る
と

15

・
5
％
の
上
昇
、
二
千
一
〇
五
万
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
税
目
別
で
は
、
町
民
税
が
前
年
比
2
2

・
5
％
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た
。
特
に

個
人
の
町
民
税
が
一
千
三
〇
一
万
円
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
固
定
資
産
税
も
家

屋
の
新
増
築
等
に
よ
る
課
税
資
産
の
増

加
で
六
〇
一
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

㊨

㊥

　
目
的
別
歳
出
の
状
況
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
構
成
比
で
は
、
教
育
費
、
総

務
費
、
農
林
業
費
、
土
木
費
で
全
体
の

70

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
総
務
費
は
前

年
比
5
9
％
の
増
で
、
基
金
積
立
金
の
大

幅
な
増
と
防
雪
管
理
棟
建
設
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
復
旧
費
は

一
六
二
％
の
増
で
、
主
に
農
道
災
害
復

旧
や
道
路
、
河
川
工
事
、
6
・
2
6
水
害

の
復
旧
に
か
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
歳
出
を
性
質
別
に
見

て
み
ま
す
と
、
職
員
の
給
与
、
議
員
、

教
育
委
員
、
区
長
な
ど
の
各
種
行
政
委

員
の
報
酬
等
の
人
件
費
が
1
5
・
4
％

三
億
五
千
七
九
三
万
円
。

　
町
の
借
金
の
返
済
額
に
あ
た
る
公
債

費
が
前
年
比
4
4
・
7
％
上
昇
、
五
千
四

七
二
万
円
の
増
で
7
・
7
％
、
一
億
七

千
七
一
四
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
4
6
・
9
％
、
一
〇
億

八
千
七
九
三
万
円
で
前
年
比
2
・
8
％

二
千
九
四
五
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

道
路
改
良
舗
装
、
圃
場
整
備
事
業
、
農

林
道
開
設
工
事
、
開
発
セ
ン
タ
i
等
建

設
、
災
害
復
旧
事
業
等
に
使
わ
れ
た
も

の
で
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
で
は
積
立
金
が
前
年

の
3
倍
以
上
の
歳
出
で
一
億
五
千
六
一

五
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。



麟
集
痩
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糞
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簿
の
議
強
墜
獲
雛
議
毬
塗

・
旧
山
平
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
学
校
周

　
辺
購
入
費
　
　
　
七
六
〇
万
円

・
克
雪
対
策
費
（
冬
期
保
安
要
貝
報
酬

　
機
械
修
繕
費
等
）

　
　
　
　
　
　
一
千
三
〇
一
万
円

▼
防
雪
管
理
棟
建
築
工
事

　
　
　
　
　
　
四
千
二
六
一
万
円

・
選
挙
費
（
町
議
会
議
員
・
衆
議
院
議

　
員
）
　
　
　
　
　
六
三
七
万
円

・
十
日
町
市
・
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

　
負
担
金
　
　
　
　
六
二
二
万
円

・
老
人
医
療
費
（
扶
助
費
）

　
　
　
　
　
　
四
千
六
二
八
万
円

・
循
環
器
・
胃
・
婦
人
科
・
結
核
検
診

　
委
託
料
　
　
　
　
五
〇
七
万
円

・
町
有
貸
付
牛
2
0
頭
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
七
万
円

▼
農
免
農
道
整
備
事
業

　
（
室
野
・
南
部
・
蓬
平
地
区
）

　
　
　
　
　
　
二
千
一
九
九
万
円

↓
（
蓬
平
地
内
）

・
町
単
圃
場
整
備
事
業

　
（
2
2
件
・
完
成
面
積
m
・
4
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
六
九
四
万
円

・
農
道
開
設
事
業

　
　
下
東
線
　
　
　
五
五
〇
万
円

　
　
孟
地
線
　
　
　
四
五
一
万
円

送
水
管
伏
設
工
事

　
　
　
　
　
五
千
六
一
七
万
円

　
　
　
　
　
二
千
七
三
〇
万
円

・
蓬
平
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
工
事
費

　
　
　
　
　
　
一
千
四
三
六
万
円

・
清
水
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
工
事
費

　
　
　
　
　
　
一
千
二
三
〇
万
円

・
水
稲
育
苗
施
設
工
事

　
　
　
　
　
　
一
千
七
六
六
万
円

・
農
道
犬
伏
線
舗
装
工
事

　
　
　
　
　
　
　
七
三
六
万
円

行
造
林
2
1
㎞
・
新
植
6
㎞
）

　
　
　
　
　
　
　
八
六
五
万
円

　
　
　
　
　
二
千
七
五
二
万
円

・
林
道
下
山
・
海
老
線
舗
装
工
事

　
（
四
六
〇
m
）
　
八
二
七
万
円

・
農
地
災
害
復
旧
事
業
（
2
8
件
）

　
　
　
　
　
　
一
千
四
一
八
万
円

　
　
　
　
　
九
千
九
〇
六
万
円

・
団
体
営
圃
場
整
備
∴
至
野
第
二
地
区

・
団
体
営
圃
場
整
備
・
区
画
整
理
工
事

・
林
業
振
興
費
（
公
団
造
林
3
6
㎞
・
町

・
林
道
開
設
工
事
費
（
田
沢
・
下
山
線
）

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
（
2
7
件
）

町
単
農
道
災
害
復
旧
事
業
　
　
（
1
2
件
）

　
　
　
↓
（
災
害
復
旧
工
事
池
之
畑
）

・
道
路
舗
装

△
蒲
生
・
名
平
・
寺
田
線
（
一
三
四
m
）

外
5
線
　
　
三
千
一
四
六
万
円

▼
道
路
改
良

▽
木
和
田
原
・
竹
所
線
（
九
八
m
）

　
　
　
　
　
　
一
千
〇
五
一
万
円

▽
蒲
生
・
名
平
・
寺
田
線
（
二
六
〇
m
）

　
　
　
　
　
　
一
千
四
五
一
万
円

▽
下
山
・
居
村
線
（
三
三
六
m
）

　
　
　
　
　
　
一
千
二
八
七
万
円

▽
会
沢
・
菅
刈
・
池
之
畑
線
（
三
六
七

　
m
）
　
　
　
一
千
〇
一
九
万
円

　
等
H
線
・
九
千
四
六
三
万
円

（
松
代
大
島
線
）

木
和
田
原
地
内

▼
ロ
ー
タ
リ
i
除
雪
車
（
1
台
）

　
　
　
　
　
　
一
千
六
九
五
万
円

（3）
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・
松
代
駅
前
線
道
路
新
設
費

　
　
　
　
　
三
千
五
〇
三
万
円

・
駅
前
農
地
復
旧

　
　
　
　
　
二
千
〇
七
二
万
円

・
国
県
道
整
備
事
業
負
担
金

　
　
　
　
　
二
千
一
九
一
万
円

・
千
年
公
民
館
改
修
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
五
万
円

▼
郷
土
資
料
館
買
収

　
　
　
　
　
　
一
千
四
五
〇
万
円

・
越
菅
川
災
害
復
旧
・
千
年
大
荒
戸
線

外
2
線
復
旧

　
　
　
　
　
二
千
四
七
三
万
円

・
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
四
千
三
九
九
万
円

・
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
（
一
台
）

　
　
　
　
　
　
　
二
六
八
万
円

・
統
中
体
育
館
建
築
工
事

　
　
　
二
億
二
千
一
六
四
万
円

・
統
中
グ
ラ
ン
ド
整
備

　
　
　
　
　
三
千
五
九
三
万
円

・
グ
ラ
ン
ド
照
明
工
事

　
　
　
　
　
三
千
六
一
四
万
円

・
移
動
公
民
館
車
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
万
円

・
田
代
公
民
館
改
修
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

口
壼
0
0
0
O
O
O
O
ロ
ロ
ロ
O
O
O
O
O
O
口
壺
O
O
O
O
ロ
0
0
0
壺
麺
要
O
O
口

　
　
　
教
育
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
健
司
氏
を
再
任

口
O
Y
O
O
O
口
Y
塵
0
0
O
O
O
ロ
ロ
O
O
亟
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
壺
O
O
O
0
0

　
町
議
会
9
月
定
例
会
で
、
町
教
育
委

員
会
委
員
に
牧
田
大
平
氏
、
島
田
健
司

氏
の
任
命
が
同
意
さ
れ
、
教
育
長
に
は

県
教
育
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
島
田

健
司
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

教
育
委
員
長
に
は
、
牧
田
大
平
氏
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
四
年
で
、
昭
和
5
9
年
9
月
3
0

灘蒸派葵葵滲鑛葵葵葵
渓湊湊渓葵渓滲鑛浜葵
＼
・
、
＼
、
・麟麟

浜潔灘《i、葵渓灘懸

鞭認灘灘箋
灘嫌藤灘継渓懸湊
葵懸渓蒙鎌葵葵浜渓葵

葵葵葵浜渓
湊浜葵葵渓
蘭轍労鵡べ轍柵

、
＼
ハ
舞
湊
懸

潔
　
懸
懸
葵

繋
驚
任期は4年

　
葵
湊
葵
葵
葵
葵
渓
渓
懸

　
町
議
会
9
月
定
例
会
に
お
い
て
の
選

挙
で
次
の
方
々
が
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
昭
和
5
9
年
9
月
3
0
日
ま
で
で

す
。

日
ま
で
で
す
。

◇
教
育
長

　
島
田
　
健
司

　
　
　
　
（
大
正
8
年
1
月
1
0
日
生
）

◇
教
育
委
員
長

　
牧
田
　
大
平

　
　
　
　
（
大
正
元
年
8
月
2
4
日
生
）

◇
委
　
員
◇

柳
　
　
鐸
爾
（
松
代
）

　
　
（
大
正
7
年
5
月
1
9
日
生
）

　
万
羽
　
正
雄
（
会
沢
）

　
　
（
大
正
9
年
1
0
月
2
7
日
生
）

　
小
堺
　
博
大
（
儀
明
）

　
　
（
大
正
1
3
年
1
月
1
7
日
生
）

　
高
橋
　
幸
平
（
室
野
）

　
　
（
大
正
1
0
年
1
1
月
m
日
生
）

　
ま
た
、
前
記
の
委
員
に
欠
員
が
で
き

た
と
き
の
補
充
員
は
次
の
方
々
で
す
。

（
o
番
号
は
補
充
順
・
）

①
　
山
岸
茂
平
治

②
　
関
谷
　
厚
権

③
　
市
川
　
一
郎

④
　
山
本
　
辰
雄

（
蒲
生
）

（
室
野
）

（
小
屋
丸
）

（
犬
伏
）

　〈水〉

決〈道〉

算〈会〉

　〈計〉
（4）

　
歳
入
総
額
は
九
千
三
八
八
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
一
億
八
千
七
六
二
万
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
減
少
要

因
は
海
老
・
峠
地
域
の
水
道
施
設
が
完

了
し
、
新
規
事
業
が
な
か
っ
た
た
め
で

す
。
歳
入
の
う
ち
水
道
料
金
収
入
は
、

四
千
九
一
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
総
額
は
八
千
四
五
二
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、

・
総
務
費
　
三
千
六
四
八
万
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3
・
2
％

・
公
債
費
　
四
千
九
六
一
万
一
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5
r
6
％

・
災
害
復
旧
費
　
一
〇
七
万
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
・
2
％

児
童
手
当

支
給
の
お
知
ら
せ

．
ゆ
ワ

ハ
◎
3

m
月
期
支
給
分
児
童
手
当
を
、
十
月
九

日
に
受
給
者
の
皆
様
の
口
座
に
振
込
み

ま
し
た
の
で
、
各
自
確
認
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
六
月
の
現
況
屈
に
よ
り
額
が

変
更
に
な
っ
た
方
が
い
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
．

　
市
町
村
所
得
割
の
額
、
有
の
方

　
三
人
目
の
児
童
よ
り
五
千
円
×
四
カ

月
分
　
市
町
村
所
得
割
の
額
、
無
の
方

　
三
人
目
の
児
童
よ
り
六
千
五
百
円
×

四
ヵ
月
分
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
社
会
課
社
会
福

祉
係
ま
で
、
お
た
ず
ね
下
さ
い
。



　
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
導
に
よ
る

と
、
8
月
～
9
月
の
気
象
デ
ー
タ
の

平
均
気
温
、
日
照
時
間
等
、
明
治
3
8
年

以
来
7
5
年
ぶ
り
の
冷
夏
に
よ
り
全
国
各

地
の
冷
害
被
害
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
東
北
地
方
を
中
心
に
農
作
物
の
被

害
が
深
刻
化
し
、
青
森
県
や
岩
手
県
な

ど
農
業
収
入
が
ゼ
ロ
の
農
家
が
続
出
し

て
い
る
と
報
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
に
お
い
て
は
全
国
8
位
の
冷

害
被
害
県
で
9
月
2
5
日
現
在
の
被
害
総

額
は
一
三
九
億
円
に
も
達
し
て
お
り
、

中
で
も
こ
の
被
害
の
大
部
分
は
上
越
地

域
、
魚
沼
地
域
の
山
間
部
に
集
中
し
て

い
ま
す
。

　
松
代
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
51
年
異

常
気
象
に
よ
る
冷
害
に
匹
敵
す
る
作
柄

と
な
り
去
る
9
月
1
8
日
、
松
代
町
農
作

物
冷
害
等
対
策
本
部
（
本
部
長
　
秋
山

町
長
）
を
設
置
し
、
農
作
物
被
害
の
把

握
と
冷
害
対
策
の
総
合
的
調
整
を
進
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
9
月
22
日
に
、
町
産
業
経

済
常
任
委
員
、
普
及
事
務
所
、
農
協
、
役

場
の
四
者
に
よ
る
2
回
目
の
作
況
調
査

を
全
町
に
わ
た
り
実
施
し
そ
の
結
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
稲
作
、
推
定

被
害
減
収
量
九
六
三
t
、
被
害
面
積
は

九
七
三
㎞
と
全
作
付
面
積
が
な
ん
ら
か

だめだったなあ……
気の重い作況調査でした（東山で）

の
影
響
を
受
け
、
推
定
水
稲
被
害
金
額

二
億
八
千
二
百
万
円
に
も
達
し
て
お
り

ま
す
。
又
こ
れ
に
、
葉
た
ば
こ
、
養
蚕

等
の
減
収
額
を
加
え
ま
す
と
農
作
物
総

被
害
額
は
二
億
八
千
六
百
万
円
に
も
な

り
、
町
農
業
、
農
家
に
と
っ
て
は
本
当

に
冷
た
い
収
穫
期
と
な
り
ま
し
た
。

水稲被害の種類別推定量◎

被害面積 推定被害率 減収量・ 内　　　　容

障　害　型． 130ha 21％ 110　t 不稔粒、青立ち

遅　延　型 973ha 10％ 391　t 登熟不足、くず米等

穂いもち型 485ha 18％ 358　t 穂、もち、枝梗いもち
等、各種のいもち病

倒　伏　型 200ha 13％ 104　t

計 973ha 963　t

（注鵬罫慌懸驚簾撃、騨発生して）

授
精
せ
ず
実
を
結
ば
な
か
っ
た
稲

上越地方振興大会が開催されます。

　　上越地方の振興発展を図り、地域住民の福祉を増進する

　ため、地域のすべての力を結集し、活動を続けてきた上越

　地方振興促進協議会（上振協）が、第22回上越地方振興大

　会を開催します。気軽に参加しよう。

　＊日　　時　昭和55年10月28日（幻午後1時30分から

（5）＊会　　場　上越市本城町　上越市厚生南会館

　＊記念講演講師水野晴郎
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去
る
9
月
2
4
日
松
代
町
で
5
月
市
場

に
つ
い
で
二
回
目
の
家
畜
市
場
が
開
か

れ
ま
し
た
。
生
後
約
七
、
八
ケ
月
の
仔

牛
で
出
場
頭
数
は
オ
ス
ー
3
頭
メ
ス
ー
2
頭

の
2
5
頭
で
す
が
、
最
高
価
格
一
頭
（
メ

ス
）
四
八
O
、
O
O
O
円
の
高
値
が
つ

き
平
均
価
格
で
も
三
七
〇
、
二
八
○
円

で
五
月
市
場
に
比
べ
七
四
、
二
三
〇
円

の
高
値
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
8
月
2
6

日
上
越
市
で
開
か
れ
た
く
び
き
仔
牛
共

最高価格 最低価格 平均価格 1kg当単価

メ　　　ス
　　　　円
480，000

　　　円
281，000

　　　円
388，583

　　　円
1，904

去　　勢
　　　円
441，000

　　　円
253，000

　　　円
353，384

　　　円
1，511

合　　計
　　　　円
480，000

　　　円
253，000

　　　円
370，280

　　　円
1，687

藷
軸

　
　
．
v
，
■
学

藍

欝

　
　
こ
ま
い
ぬ

神
前
狛
犬
　
二
躯

左
、
全
長
六
三
糎
、

右
、
全
長
六
一
糎
、

進
会
市
場
の
平
均
価
格
よ
り
三
九
、
五

八
六
円
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
今
後
、
増
々
水
田
再
編
で

転
作
面
積
が
多
く
割
当
て
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
全
国
的
に
牛
肉
（
特
に
和
牛
）

の
需
要
が
伸
び
て
い
る
の
を
ふ
ま
え
て

転
作
作
目
の
一
環
と
し
て
の
多
頭
飼
育

化
が
行
わ
れ
、
各
町
村
の
町
有
・
農
協

有
等
貸
付
牛
の
買
手
が
多
か
っ
た
の
も

一
つ
の
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

灘

（
町
文
化
財
）

全
高
四
六
糎

全
高
四
五
・
五
糎

撃鰯

　
神
前
に
は
破
損
し
て
い
る
が
、
豪
華

な
青
色
、
金
彩
の
雌
雄
二
躯
の
狛
犬
が

飾
ら
れ
、
こ
の
二
躯
の
狛
犬
は
左
右
の

足
を
交
互
に
出
し
て
動
勢
を
示
し
、
青

色
の
上
に
金
彩
が
処
々
残
っ
て
お
り
、

彫
法
・
姿
勢
も
多
分
に
室
町
彫
刻
の
流

れ
を
汲
み
、
故
金
原
省
吾
氏
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
室
町
時
代
（
一
三
九
〇
～
一

五
七
二
）
の
傑
作
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
県
文
化
財
調
査
年
報
一
四
（
昭

四
八
人
調
）
に
よ
れ
ば
、
桃
山
時
代
（
三

七
三
～
宍
丙
）
の
も
の
と
考
証
し
、
お
そ

ら
く
天
正
七
年
（
丑
七
九
）
、
本
殿
を
再
建

し
た
際
、
神
前
に
奉
納
し
た
の
で
は
な

い
か
と
の
こ
と
で
す
。

　
通
称
「
向
い
獅
子
」
と
い
わ
れ
、
神

前
に
向
い
合
っ
て
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
昭
和
四
十
五
年
八
月
七
日
町
の
文
化

財
に
指
定
）

　
折
角
の
文
化
財
も
破
損
し
て
お
り
、

傷
ま
し
い
か
ぎ
り
で
あ
り
、
修
理
復
元

が
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

紹
介
し
ま
す

町
文
化
協
会
シ
リ
ー
ズ

②
（6）

峯
吟
詩
会

　
　
　
　
（
小
荒
戸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
鰯

　
　
吟
以
興
道

　
　
吟
以
養
心

　
誰
を
信
じ
て
よ
い
の
か
荒
れ
た
生
活
。

呑
み
歩
い
た
夜
、
朝
に
な
る
と
後
悔
の

み
残
る
。
そ
ん
な
と
き
詩
吟
を
勧
め
ら

れ
て
、
半
疑
の
中
に
も
う
二
十
年
。
そ

の
過
ぎ
た
年
数
の
中
に
幾
度
か
今
日
は

休
も
う
か
、
い
つ
や
め
よ
う
か
と
思
っ

た
こ
と
も
シ
バ
シ
バ
あ
り
ま
し
た
が
、

い
ま
祝
言
の
と
き
出
来
る
の
を
一
つ
と

云
う
こ
と
で
、
六
名
集
ま
っ
て
詩
吟
を

始
め
ま
し
た
。
お
陰
様
で
今
は
十
二
名

に
な
り
、
週
一
回
練
習
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
日
本
興
道
吟
詩
会
の

級
を
と
り
ハ
リ
キ
ッ
て
お
り
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
声
の
良
い
悪
い
で
は
な

く
、
い
か
に
真
剣
で
あ
る
か
、
上
手
下

手
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
教
養
と
健
康
。

教
養
は
と
も
か
く
、
大
声
を
出
し
詩
の

意
味
を
解
し
、
自
分
に
聞
か
せ
る
。
背

を
伸
ば
し
、
胸
を
張
っ
て
、
何
も
忘
れ

て
寸
時
で
も
詩
人
に
な
り
心
を
新
た
に

す
る
。
そ
れ
が
吟
だ
と
思
い
ま
す
。

　
春
風
を
以
て
人
に
接
し
、
秋
霜
を
以

て
己
を
戒
む
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
峯
吟
詩
会
も
三
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
自
分
と
の
戦

　
　
　
　
は
や

い
で
す
。
逸
る
こ
と
な
く
細
々
長
く
続

い
て
行
く
よ
う
心
が
け
、
和
と
礼
を
大

切
に
し
て
長
い
道
を
行
き
た
い
と
思
い

ま
ゑ
　
一

先
正
儀
容
気
自
純
　
曼
声
哀
怨
促
声
振

朗
吟
快
味
君
知
否
　
此
有
人
生
此
有
真

　
　
　
峯
吟
詩
会
　
　
山
賀
　
　
努



陰
欝
籠
新
集
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
塚
警
察
署
松
代
幹
部
派
出
所
長

　
最
近
の
少
年
非
行
の
特
徴
的
傾
向
は
、

全
国
で
は

・
小
学
校
及
び
中
学
低
学
年
に
よ
る
非

　
行
の
増
加
。

・
万
引
な
ど
の
盗
み
に
ス
リ
ル
を
求
め

　
る
遊
び
型
非
行
。

・
女
子
の
性
非
行
の
激
増

・
シ
ン
ナ
i
覚
醒
剤
等
薬
物
乱
用

・
校
内
に
お
け
る
集
団
暴
力
事
件
で
あ

◎藩ま騒まき’地轟

。ン　、
9
　
　
＼
　
誘
q
　
チ

♪
o

郵
や
一

＿　　　　　1
　　　　●’ロ 　　　　　o鹸　媚
　r　　　　　　　う　　　○一
百
3

’
｝
．し　　　属
／魯　　　　ビ

　
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
当
松
代
町
に
三
月
に
赴
任
し
て

以
来
六
ヶ
月
間
勤
務
し
ま
し
た
が
、
少

年
の
非
行
傾
向
を
検
討
し
ま
す
と
全
国

的
な
特
徴
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
お

り
ま
せ
ん
。

　
本
年
に
入
り
少
年
が
警
察
に
補
導
さ

れ
ま
し
た
非
行
々
為
種
別
を
と
り
あ
げ

て
み
ま
す
と
、
主
な
も
の
は
窃
盗
・
飲

酒
・
喫
煙
・
深
夜
俳
徊
等
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
少
年
非
行
の
特

徴
と
当
町
の
少
年
非
行
の
特
徴
を
比
較

す
る
と
、
当
町
は
非
行
の
う
ち
で
も
軽

い
方
に
属
し
ま
す
。

　
都
市
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
非
行

の
背
景
と
な
る
少
年
を
と
り
ま
く
環
境

が
比
較
的
良
い
こ
と
と
、
地
域
社
会
の

連
帯
感
が
比
較
的
強
い
こ
と
が
少
年
非

行
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
全
国
的
な
非
行
に
比
べ
軽
い
か
ら
と

い
っ
て
安
心
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
当
町
も
国
道
二
五
三
号
線
の
薬
師
ト

ン
ネ
ル
儀
明
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
伴
い

交
通
の
便
は
昨
年
と
比
較
し
て
は
る
か

に
良
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

少
年
達
が
バ
イ
ク
を
利
用
し
て
十
日
町

市
・
上
越
市
方
面
に
遊
び
に
出
か
け
る

機
会
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
都
市
の
業
者
が
当
町
を
お
と
ず

れ
る
機
会
が
多
く
な
り
、
昨
年
来
か
ら
、

当
町
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
イ

ン
ベ
ー
ダ
の
導
入
な
ど
で
少
年
を
と
り

ま
く
環
境
も
徐
々
に
変
化
し
て
お
り
ま

す
。　
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
る
と
、
皆
様
か

ら
“
や
が
て
は
全
国
で
お
こ
っ
て
い
る

非
行
が
当
町
で
も
発
生
す
る
”
も
の
と

予
想
し
、
今
か
ら
少
年
非
行
防
止
に
強

い
関
心
を
持
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　
現
に
東
頸
城
郡
の
A
町
に
お
い
て
は

全
国
的
な
少
年
非
行
の
特
徴
で
あ
る
少

年
の
性
非
行
で
警
察
に
補
導
さ
れ
て
お

り
ま
す
し
、
ま
た
B
町
で
は
高
校
生
に

よ
る
集
団
暴
力
事
件
で
数
多
く
の
少
年

が
補
導
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
松
代
町
で
補
導
さ
れ
て
い
る
非
行
々

為
種
別
は
、
飲
酒
・
喫
煙
・
深
夜
俳
徊
・

が
主
な
る
こ
と
か
ら
、
皆
様
は
楽
観
視

し
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
種
の
非

行
が
や
が
て
は
悪
質
な
非
行
に
発
展
す

る
の
で
す
。

　
一
般
的
な
社
会
悪
と
し
て
非
難
さ
れ

る
窃
盗
（
泥
棒
）
・
傷
害
・
暴
行
等
の

よ
う
な
刑
法
犯
は
、
当
町
に
お
い
て
は

成
人
に
よ
る
犯
罪
は
皆
無
と
い
っ
て
よ

く
、
警
察
で
事
件
を
解
明
し
て
み
る
と

検
挙
さ
れ
る
の
は
ほ
と
ん
ど
少
年
で
す
。

　
こ
の
少
年
達
を
検
挙
し
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
調
査
し
て
み
ま
す
と
、
非
行

の
は
じ
ま
り
は
喫
煙
・
飲
酒
に
あ
る
の

で
す
。

　
町
に
は
タ
バ
コ
・
酒
類
の
自
動
販
売

機
が
置
か
れ
、
少
年
達
が
自
由
に
品
物

を
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
い
つ
で
も
求
め

ら
れ
る
環
境
に
な
っ
て
お
り
、
以
前
と

比
較
す
る
と
次
第
に
悪
い
環
境
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　
環
境
が
悪
化
す
れ
ば
少
年
の
非
行
が

増
加
し
ま
す
の
で
、
街
中
に
お
け
る
少

年
達
の
行
動
に
町
民
の
皆
様
が
強
く
関

心
を
持
っ
て
積
極
的
な
助
言
と
指
導
を

行
な
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　
少
年
は
肉
体
的
・
精
神
的
に
も
未
成

熟
で
あ
り
、
自
己
を
と
り
ま
く
人
的
あ

る
い
は
物
的
な
環
境
に
支
配
さ
れ
や
す

い
特
質
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
力
を
結
集
し
て
よ
い
環
境

づ
く
り
に
励
み
、
松
代
町
か
ら
少
年
に

よ
る
非
行
を
な
く
し
、
松
代
町
の
将
来

を
担
う
少
年
達
の
健
全
育
成
に
努
力
し

て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

r｝｛P陶輯～｝

秘
密
厳
守
・
無
料
で
す

心
配
ご
と
相
談

生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問

題
・
老
人
問
題
・
そ
の
他
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

相
談
下
さ
い
。

と
　
き
　
毎
週
金
曜
目

午
前
九
時
か
ら

十
一
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
松
代
　
少
林
寺

の



て
ら

　
　
ヤ
し
力
青
議

言
口
会

要
民

　
　
町

を
成
話
育
寸
年

占
メ
少

の
青

子親

一
て
ワ6

1ご1

σ

　
去
る
七
月
二
十
八
日
松
代
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議
の
発
足
を
得
ま
し
た
こ

と
は
、
青
少
年
問
題
に
強
い
関
心
を
も

っ
て
い
る
者
の
一
人
と
し
て
、
御
同
慶

に
た
え
ま
せ
ん
。
と
同
時
に
其
の
成
果

に
大
き
な
期
待
を
も
ち
協
力
に
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
御
存
じ
の
様
に
今
青
少
年
問
題
は
全

国
的
の
問
題
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
て
居
り
、
特
に
新
潟
県
は
其

の
非
行
件
数
が
急
速
に
伸
び
て
い
る
と

云
わ
れ
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
は
只
青
少

年
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
大
人
の
責
任

も
大
き
く
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
常
々
私
は
地
域
ぐ
る
み
、
町

ぐ
る
み
組
織
的
に
補
導
育
成
に
力
す
べ

き
だ
と
主
張
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
回

町
民
会
議
の
発
足
に
当
り
次
の
二
点
に

つ
い
て
特
に
お
願
い
致
し
度
い
と
思
い

ま
す
。

　
其
の
一
、
青
少
年
育
成
に
最
も
大
切

な
こ
と
は
家
庭
の
し
つ
け
教
育
だ
と
云

わ
れ
て
居
り
ま
す
。
そ
こ
で
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
方
に
出
来
る
だ
け
多
く
お
家

で
の
お
子
さ
ん
と
の
話
し
合
い
を
し
て

い
た
デ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
去
る
九
月
九
日
安
塚
中
学
校
で
行
わ

れ
た
少
年
の
主
張
地
区
大
会
を
傍
聴
し

て
、
少
年
達
が
現
在
社
会
に
対
し
て
の

立
派
な
判
断
力
、
特
に
両
親
が
日
頃
家

族
の
た
め
に
精
一
ぱ
い
の
努
力
を
さ
れ

て
い
る
姿
に
対
し
素
晴
し
い
評
価
を
し

て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、
強
い
感
動

を
受
け
て
帰
り
ま
し
た
。
あ
の
様
に
立

派
な
お
子
さ
ん
達
を
お
持
ち
の
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
方
、
ど
う
ぞ
自
信
を
も
っ

て
話
合
を
さ
れ
る
様
特
に
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
其
の
二
は
全
町
の
皆
さ
ん
か
ら
積
極

的
に
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
云
う

こ
と
で
す
。
特
に
子
供
達
が
非
行
に
走

る
様
な
隙
を
つ
く
ら
な
い
と
云
う
こ
と
、

一
例
を
上
げ
ま
す
と
、
夜
間
の
戸
締
り

の
不
完
全
、
夜
間
駐
車
の
車
の
キ
ー
を

し
な
い
こ
と
等
に
よ
り
、
問
題
が
起
き

て
か
ら
こ
れ
を
話
題
に
し
て
居
て
は
成

果
が
得
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
多
く
の
皆

さ
ん
か
ら
の
協
力
を
得
て
、
町
民
会
議

を
町
民
運
動
に
発
展
さ
せ
る
様
お
願
い

致
し
ま
す
。
私
共
会
員
も
皆
さ
ん
の
御

協
力
を
得
な
が
ら
会
の
成
果
を
上
げ
る

べ
く
精
一
ぱ
い
努
め
ま
す
の
で
皆
さ
ん

の
御
意
見
御
指
導
を
切
望
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
会
沢
　
五
十
嵐
政
勝

家庭児童相談室をご利用下さい。

福祉事務所の中に家庭児童相談室があり，お子さんの

ことでいろいろ悩みをお持ちの方の相談に応じ，必要に

よっては専問機関を紹介し一緒になって問題の解決に当

っています。

幽　相談日は，土・日曜日を除き毎日午前8時30分か

　　ら午後5時までです。

幽　相談の対象は，18才未満の児童とその家庭です。

囹　相談内容は，

　ア　性格や生活習慣の相談

　イ　知能言語の相談

　ウ　学校生活等の相談

　工非行の相談
　オ　家庭関係の相談

　力　環境福祉の相談

　キ　心身障害の相談

　以上のほか児童とその家庭に関係のある悩みを相談

　して下さい。

　電話によるお問合せは，安塚局（2）3311へ。

　　秘密厳守・無料です

　　　　　　　　　　東頸城社会福祉事務所

（8）

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

九
月
受
付
分
（
受
付
順
）

　
ご
け
っ
こ
ん

　
お
め
で
と
う

高
橋
俊
雄
・
佐
藤
八
江
子

　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
　
新
宅

柳
秀
一
郎
・
山
岸
ち
づ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
千
年
　
文
年

　
お
た
ん
じ
ょ
う

　
お
め
で
と
う

　
　
　
　
父
賢
郎

大
野
友
斉
　
　
　
長
男
　
千
年

　
　
　
　
母
保
子
　
　
　
　
吉
沢
工
学

　
　
　
　
父
精
一

清
水
恵
理
　
　
　
長
女
　
松
代

　
　
　
　
母
葉
子
　
　
県
立
松
代
病
院

　
　
　
　
父
昇
六

米
持
　
誠
　
　
　
二
男
　
室
野

　
　
　
　
母
恵
　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
　
　
　
父
九
仁
義

鈴
木
大
介
　
　
　
長
男
　
室
野

　
　
　
　
母
千
代
子
　
　
　
　
九
善

　
　
　
　
父
貞
義

鈴
木
義
昭
　
　
　
長
男
　
松
代

　
　
　
　
母
百
合
子
　
　
　
　
中
嶋

　
　
　
　
父
直
司

堀
川
和
秀
　
　
　
長
男
　
福
島

　
　
　
　
母
節
子
　
　
　
　
　
橋
場

　
　
　
　
　
父
優

小
堺
か
ず
美
　
　
　
長
女
　
儀
明

　
　
　
　
　
母
初
美
　
　
　
　
南

　
お
く
や
み

　
（
死
亡
）

室
岡
由
蔵
　
八
四
才
　
仙
納
　
岩
ダ
タ
ラ

若中山
月澤賀
作キ佐
次ン吉
郎

七七四
四三六
才才’才

横
尾
金
蔵

柳
　
巳
吉

茂
野
シ
ノ

池
田
豊
平

中
村
繁
雄

七
〇
才

五
一
才

八
二
才

六
八
才

五
七
才

小
荒
戸
　
志
茂

木
和
田
原
平
善

松千峠田
代年　代

井
戸
下

さ
い
の
か
み

　
松
院

逢
城
屋

田
野
倉
文
左
エ
門

松
代
　
繁
美
屋

を。ひつ←つ人ロのうごきGつ㈲σ南
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“
手
続
を
忘
れ
ず
に
”

幽
健
康
保
険
に
つ
い
て

一
、
出
稼
先
の
健
康
保
険
に

　
加
入
予
定
の
方
は
住
民
票
・

　
扶
養
証
明
・
所
得
証
明
・

　
高
校
生
以
上
の
学
生
が
い

　
る
場
合
は
在
学
証
明
書
・

　
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

　
り
ま
す
の
で
会
社
に
お
聞

　
き
し
て
持
参
し
て
お
出
か

　
け
下
さ
い
。

二
、
「
家
の
と
し
よ
り
は
医
者

　
代
は
無
料
だ
か
ら
会
社
の

　
健
保
に
入
れ
な
く
て
も
い

　
い
ん
だ
一
な
ど
と
思
い
違

　
い
を
し
て
い
る
方
が
い
ま

　
す
。

　
　
健
保
で
七
割
老
人
医
療

　
で
三
割
給
付
さ
れ
る
か
ら
無
料
に
な

　
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
出
稼
先
の
健

　
保
に
家
族
と
一
諸
に
加
入
し
て
い
た

　
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
出
稼
先
の
健
保
に
入
っ
た
ら
、
わ

　
す
れ
ず
に
松
代
町
役
場
国
保
係
へ
届

　
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
届
出
の
際
は
印
鑑
と
松
代
町
の
保

　
険
証
、
会
社
の
保
険
証
を
持
参
下
さ
い
。

四
、
あ
な
た
の
家
族
が
お
医
者
さ
ん
に

　
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
一
日
も
早

　
く
お
医
者
さ
ん
に
会
社
の
健
保
に
変

　
っ
た
旨
届
出
て
下
さ
い
。

　
　
こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
松
代
町
の

　
国
保
に
医
療
費
の
請
求
が
ま
い
り
ま

　
す
が
、
国
保
か
ら
除
か
れ
て
い
ま
す

　
の
で
医
療
費
の
金
額
を
あ
な
た
に
請

　
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

　
意
下
さ
い
。

五
、
も
し
事
業
所
の
手
続
き
が
遅
れ
て
、

　
十
二
月
五
日
以
降
に
健
保
の
保
険
証

　
を
家
族
に
送
る
よ
う
な
見
込
の
場
合

　
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
医
者
さ
ん
に
そ

　
の
旨
申
出
て
お
い
て
下
さ
い
。
た
だ

　
し
町
内
の
み
に
限
り
ま
す
。

　
　
そ
の
申
出
用
紙
は
役
場
の
国
保
係

　
に
あ
り
ま
す
。

　
　
こ
の
用
紙
に
よ
る
申
し
出
の
あ
っ

　
た
者
に
限
り
、
十
一
月
中
の
医
療
費

　
の
請
求
は
一
ヶ
月
遅
ら
せ
て
十
二
月

　
に
請
求
し
て
い
た
だ
く
よ
う
町
内
の

医
療
機
関
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て

　
あ
り
ま
す
。

幽
国
民
年
金
に
つ
い
て

　
　
ま
も
な
く
出
稼
に
出
か
け
る
み
な

　
さ
ん
、
出
稼
で
一
番
の
ぞ
ま
れ
る
こ

　
と
は
、
「
明
る
く
出
か
け
、
元
気
に
帰

　
っ
て
く
る
一
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

　
”
年
金
”
の
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。

　
　
国
民
年
金
で
大
切
な
こ
と
は
、
年

　
金
加
入
期
間
に
「
空
白
期
間
」
を
作

　
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
　
そ
れ
に
は
つ
ぎ
の
こ
と
癒
注
意
す

　
れ
ば
、
あ
な
た
の
年
金
は
大
丈
夫
で

　
す
。
一
、
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
場
合
あ
な

　
た
の
厚
生
年
金
の
記
号
番
号
が
必
要

　
に
な
り
ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
を
忘

れ
ず
に
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
会
社
に
着
い
た
ら
、
年
金
手
帳
を

労
務
担
当
者
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
な
お
今
回
初
め
て
厚
生
年
金
に
加

入
す
る
人
は
、
会
社
に
そ
の
旨
申
出

ま
す
と
年
金
手
帳
が
会
社
よ
り
交
付

さ
れ
ま
す
か
ら
大
事
に
保
管
下
さ
い
。

　
　
あ
な
た
の
厚
生
年
金
の
加
入
期
間

は
国
民
年
金
の
加
入
期
間
と
合
算
し

て
、
満
六
十
才
に
な
る
と
「
通
算
年

金
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
を

請
求
す
る
際
、
今
ま
で
厚
生
年
金
に

加
入
し
た
会
社
名
と
住
所
・
加
入
年

月
日
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
年
金

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑳

　
手
帳
の
記
録
欄
に
メ
モ
し
て
お
き
ま

　
し
よ
・
つ
。

三
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
た
時
に
、
そ

　
の
手
続
き
を
忘
れ
る
と
「
空
白
期
間

　
が
で
き
る
」
原
因
に
な
り
ま
す
。

出
稼
先
の
厚
生
年
金
に
加
入
し
た

と
き
は
国
民
年
金
の
喪
失
届
を
、

出
稼
か
ら
帰
っ
た
と
き
は
国
民
年

　
金
の
加
入
届
を
速
や
か
に
松
代
町
役

　
場
年
金
係
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
以
上
の
こ
と
を
守
れ
ば
、
あ
な
た

　
の
年
金
は
も
う
安
心
で
す
。

囹
出
稼
者
名
簿
の
提
出
に
つ
い
て

　
リ
ー
ダ
ー
の
方
は
一
諸
に
行
か
れ
る

グ
ル
ー
プ
の
名
簿
を
十
月
三
十
一
日
ま

で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
提
出
さ
れ
た

名
簿
に
よ
っ
て
会
社
へ
の
紹
介
状
を
作

成
し
て
お
き
ま
す
か
ら
会
社
に
ご
持
参

下
さ
い
。

　
自
由
業
・
縁
故
等
個
人
で
行
か
れ
る

方
も
行
き
先
を
職
業
係
に
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

幽
出
稼
労
働
手
帳
に
つ
い
て

　
手
帳
は
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
．
お
持

ち
の
方
は
家
族
欄
に
昭
和
五
十
五
年
度

の
証
明
を
役
場
職
業
係
で
受
け
て
か
ら

お
出
掛
け
下
さ
い
、
お
持
ち
で
な
い
方

は
交
付
し
ま
す
か
ら
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　
こ
れ
は
出
稼
先
の
事
業
主
に
労
働
条

件
の
確
認
、
扶
養
親
族
の
認
定
及
び
賃

金
の
未
払
内
容
の
確
認
を
受
け
る
と
き
、

又
出
稼
援
護
相
談
所
を
利
用
す
る
等
に

必
要
の
も
の
で
す
。

　
　
出
稼
検
診
結
果
か
ら

　
　
　
　
自
分
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

　
雨
の
多
か
っ
た
短
い
夏
も
す
ぎ
、
収

穫
に
い
そ
が
し
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

仕
事
の
合
間
に
自
分
の
健
康
に
つ
い
て

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
仕
事
を
早
く
間
に
合
わ
せ
て
、
出
稼

に
と
、
仕
事
の
段
取
を
し
て
お
ぢ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
体
は
、

自
分
で
守
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

　
今
年
の
出
稼
検
診
の
結
果
は
、
左
記

の
通
り
で
す
、

　
受
診
率
は
、
7
8
％
と
東
頸
城
で
は
一

番
よ
か
っ
た
ん
で
す
が
、
二
次
検
診
で

異
状
な
か
っ
た
人
は
、
た
っ
た
3
人
で

姫
人
に
何
ら
か
の
異
状
が
あ
り
ま
し
た
。

検
診
を
受
け
な
か
っ
た
人
が
、
脚
人
も

55年出稼検診結果

対　　　　象 960人
’
賞
　 診　者 750人
異状な　し 340人
二次受診 410人
要　医　療 167人
要　指　導 151人
要　観　察 94人
二次異状なし 3人

結果指導
出　　　　席 334人
欠　　　　席 73人
未　受　　診 210人

あ
り
ま
し
た
し
、
事
後
指
導
会
に
欠
席

の
人
が
7
3
人
も
い
ま
し
た
。

　
要
医
療
で
治
療
を
し
て
い
な
い
人
が

41

人
い
ま
す
し
要
指
導
で
も
受
診
に
よ

り
治
療
の
必
要
な
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
検
診
を
受
け
な
か
っ
た
人
や
治
療
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



必
要
で
も
放
と
く
人
は
早
く
お
医
者
さ
ん

へ
行
っ
て
下
さ
い
。
自
分
の
健
康
状
態

を
早
く
知
る
事
は
あ
な
た
に
と
っ
て
大

き
な
も
う
け
に
な
り
ま
す
。
結
果
指
導

会
に
欠
席
の
方
に
は
、
部
落
訪
問
の
際

お
寄
り
す
る
計
画
で
す
が
松
代
へ
来
ら

れ
た
時
は
、
役
場
へ
寄
っ
て
結
果
を
お

持
ち
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　
薬
を
飲
ま
な
い
事
、
日
常
生
活
の
注

意
を
し
な
い
こ
と
で
思
わ
ぬ
不
幸
を
抱

く
人
が
い
ま
す
。
又
皆
さ
ん
の
中
に
は

薬
を
飲
ん
で
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思

っ
て
い
る
人
が
案
外
多
い
よ
う
で
す
。

昔
か
ら
の
「
薬
よ
り
養
生
」
と
い
う
言

葉
は
今
も
生
き
て
い
ま
す
。
薬
を
飲
ん

で
い
る
人
も
、
の
ま
な
く
て
よ
い
と
言

わ
れ
た
人
も
毎
日
の
生
活
に
十
分
注
意

し
て
下
さ
い
。

　
動
脈
硬
化
に
は
、
高
血
圧
、
煙
草
、

塩
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く

少
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
蛋
白
質
は
、
血
や
肉
を
つ
く
る
大
切

な
も
の
で
す
が
血
管
も
丈
夫
に
し
ま
す
。

捲．
　　　　　＜

響鍵鎌ヲ

舞

！

一
日
一
本
の
牛
乳
と
、
豆
・
卵
・
魚
・

か
ん
ず
め
の
利
用
で
な
め
ら
か
な
強
い

血
管
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
秋
野
菜
が
出
回
る
季
節
で
す
。
た
く

さ
ん
食
べ
て
、
無
機
質
や
ビ
タ
ミ
ン
を

豊
富
に
と
っ
て
下
さ
い
。

　
お
母
さ
ん
達
が
折
角
つ
く
っ
た
料
理

に
味
も
み
な
い
で
、
し
よ
う
油
や
ソ
ー

ス
を
、
ダ
ブ
ダ
ブ
か
け
る
御
主
人
が
多

い
と
の
話
も
き
き
ま
す
。
か
け
し
ょ
う

油
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
出
稼
中
は
、
野
菜
不
足
の
人
が
多
い

と
い
い
ま
す
。
休
日
に
気
の
合
っ
た
仲

間
と
野
菜
デ
ー
を
も
う
け
る
の
は
ど
う

で
す
か
。
毎
日
の
仕
事
だ
け
で
も
大
変

の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
自
分
の
体
の
こ

と
で
す
。
自
分
で
出
来
る
も
の
は
、
何

か
一
工
夫
し
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
出
稼
前
に
、
是
非
受
診
を
、
そ
し
て

来
春
に
は
皆
様
の
元
気
な
お
帰
り
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

　
母
性
貧
血
検
査
実
施
の
お
知
ら
せ

　
時
n
月
10
日
1
2
日
1
3
日
14
日

　
場
所
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
3
9
才
ま
で
の
女
性

　
あ
と
で
個
人
通
知
が
い
き
ま
す
。
毎

年
貧
血
の
人
が
、
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

欠
席
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

〔
　
　
〔
⊂
　
　
⊂
（
　
　
〔
〔
　
　
〔
（
　
　
〔
〔
　
　
〔
（
　
　
〔
〔
　
　
〔
〔
　
　
⊂
（
　
　
⊂
〔
　
　
⊂
〔
　
　
〔
〔
　
　
〔
〔
　
　
〔
〔
　
　
⊂
〔
　
　
〔
〔
　
　
〔
〔
　
　
〔
〔
　
　
〔

U
I
　
　
l
　
　
－
　
　
1
　
　
ー
　
　
ー
　
　
ー
　
　
ー
　
　
ー
ノ
　
ー
　
　
ー
　
　
ー
　
　
ー
　
　
ー
　
　
〕
　
　
〕

　
長
寿
老
人

　
長
い
間
社
会
に
貢
献
し
、
め
で
た
く

九
十
才
の
長
寿
を
迎
え
ら
れ
た
今
年
の

長
寿
老
人
六
人
に
敬
老
の
日
新
潟
県
知

事
か
ら
祝
状
と
記
念
品
、
町
か
ら
も
記

念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
川
ブ
ン
　
松
代
　
か
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
明
治
2
3
年
9
月
1
5
日
生

　
中
村
ナ
ミ
　
千
年
　
清
義
屋

　
　
　
　
　
　
明
治
2
4
年
1
月
7
日
生

　
小
山
ト
キ
　
桐
山
　
忠
左
ヱ
門

　
　
　
　
　
　
明
治
2
4
年
2
月
5
日
生

　
柳
セ
キ
孟
地
と
も
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
明
治
2
3
年
1
2
月
2
2
日
生

　
中
村
ヤ
ノ
　
儀
明
　
よ
ぜ
ん

　
　
　
　
　
　
明
治
2
4
年
1
月
12
日
生

　
小
堺
ツ
キ
　
儀
明
　
長
田

　
　
　
　
　
　
明
治
2
3
年
1
0
月
9
日
生

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
夫
婦

　
大
正
九
年
に
結
婚
さ
れ
喜
び
も
悲
し

み
も
と
も
に
手
を
携
え
、
六
十
年
間
円

満
な
家
庭
づ
く
り
と
、
社
会
に
貢
献
さ

れ
今
な
お
健
康
な
長
寿
ご
夫
婦
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
菅
井
與
平
　
田
沢
　
む
こ
う

　
菅
井
力
子
　
大
正
9
年
8
月
2
5
日

　
大
熊
米
蔵
　
会
沢
　
大
　
工

　
大
熊
セ
ン
　
大
正
9
年
5
月
12
日

　
菅
井
佐
一
郎
名
平
　
宮
の
脇

　
菅
井
ト
イ
　
大
正
9
年
8
月
2
9
日

　
佐
藤
直
吉
　
竹
所
　
か
み

　
佐
藤
ス
ヅ
　
大
正
9
年
7
月
2
2
日

な
お
十
七
組
の
金
婚
夫
婦
に
は
君
知
事

か
ら
お
祝
い
の
色
紙
が
送
ら
れ
た
。

柳
　
　
寅
　
一
、
い
う
　
松
代
三
ツ
井
屋

福
山
金
太
郎
、
ス
イ
　
松
代
き
ん
す
け

関
谷
義
輝
、
ミ
ヨ
シ
　
松
代
に
ぜ
ん

小
堺
政
一
、

若
月
延
夫
、

山
本
昇
治
、

若
月
銀
平
、

敬
老
行
事
か
ら

柳
　
芳
太
郎
、
テ
イ
犬
伏
な
か

斉
藤
元
三
郎
ツ
ト
ム
田
野
倉
へ
い
ぜ
ん

小
堺
直
一
、
ハ
ル
　
蒲
生
か
し
く

関
谷
惣
二
、
ミ
イ
　
蒲
生
せ
き
や

小
堺
喜
久
治
、
ト
ミ
蒲
生
す
ず
だ
な

仲
村
佐
平
太
郎
、
タ
ノ
儀
明
さ
か
ぐ
ち

仲
村
孫
一
郎
、
チ
ラ
儀
明
な
か
や
し
き

小
堺
義
雄
、
ノ
ブ
　
室
野
ほ
う
ら
い
や

牧
田
長
吉
、
シ
サ
ノ
峠
　
は
し
ら
ぐ
ち

2
．
．
哩
5
6
垂
び
慈
塗望

』■1

一

ミ
チ
　
　
蓬
平
あ
き
ん
ど

キ
ク
ノ
海
老
あ
め
や

セ
キ
　
犬
伏
い
り
お
き

マ
サ
　
犬
伏
じ
ゅ
う
い
ん

1
るi

暁
蓋
停

ガ
、

　
　
露
偽
．
、

4　　
　
　
↑

毒
濯
　
　
　
ゼ
、

■
、
》
へ
曜
、

f鳩、

、

　
健
康
老
人

　
老
人
医
療
費
が
と
か
く
問
題
と
な
っ

て
い
る
昨
今
、
松
代
町
で
、
七
十
才
以

上
の
老
人
で
昨
年
度
一
年
間
一
度
も
お

医
者
さ
ん
に
か
か
ら
な
か
っ
た
四
十
五

人
の
健
康
老
人
に
町
か
ら
敬
老
の
日
に

記
念
品
を
送
り
健
康
を
た
た
え
ま
し
た
。

ま
た
次
の
二
人
の
方
は
昭
和
五
十
年
度

か
ら
五
年
間
健
康
老
人
と
し
て
特
別
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
萬
羽
　
師
　
会
沢
　
堂
の
前

　
　
　
　
　
　
明
治
2
2
年
n
月
2
日
生

　
宮
沢
亮
一
　
下
山
お
や
け

　
　
　
　
　
　
明
治
3
7
年
1
2
月
2
4
日
生



認
麗
認
認
認

認
認
認
認
潔

灘
驚
健
康
で
す
こ
や
か
な
生

難
欝
鞭
糞
毅

認
認
認
認
認
　
今
年
も
つ
ぎ
の
方
々
が

懸
潟
轡
濯
藤
蝶

議
轍
藁
騨
獣

薗
灘
聾
治
講

認
淺
淺
襲
認

幽
難
羅
◆
三
年
以
上
医
翻
付

認
鶏
潔
を
受
け
な
か
っ
た
世
帯

認
潔
認
圏
認

灘
鷲
進
臨
ぜ
袖

醸
－
村
論
ん

慧
響
転
諜
総
付

認
潔
認
譲
認
　
関
谷
　
佐
七
　
松
　
代

雛
認
認
認
認
　
　
　
　
　
　
む
ら
か
み

，
’

「
健
康
家
庭
に
報
償
」

ソ

L／ミ
、顛

9
9
謎
．

　
　
㊥

　
　
亀

プぐり‘（）取り組毛ク康璽

）（＼
　k ノ

　
鹿
野
　
キ
エ

　
関
谷
　
光
明

　
相
沢
　
与
作

　
⊥
口
同
橋
　
ト
ラ

　
万
羽
　
　
弘

　
五
十
嵐
　
登

　
石
沢
　
セ
イ

　
石
沢
　
三
平

　
石
田
勝
一
郎

　
若
月
　
ミ
カ

　
山
岸
　
健
吉

　
武
田
由
太
郎

　
村
山
ヒ
デ
子

　
山
岸
　
幸
一

　
小
堺
　
　
巴

　
中
条
　
為
栄

◎
報
　
償
　
要

件竹室室室名寺田苧海海会会千菅松松

　所野野野平田代島老老沢沢年刈代代代
　
鹿
　
野

代
　
な
か
の
や

刈
い
え
も
ち
や

古
や
し
き

ど
う
の
前

や
す
け

た
な
か

板
　
屋

新
　
宅

し
ま
だ
や

鉄
京
寺

五
枚
田

四
郎
助

浦
島
屋

あ
ん
ど
う

新
屋
敷

一
、
毒
鵬
素
鱒
受
け
な

　
こ
の
調
べ
は
毎
年
三
月
三
十
一
日
現

　
在
で
調
査
い
た
し
ま
す
。

二
、
右
期
間
内
に
国
保
税
等
の
滞
納
金
が

　
な
い
者
で
医
療
の
給
付
を
受
け
た
こ

　
と
が
な
い
国
保
世
帯
に
対
し
て
予
算

　
の
範
囲
内
に
お
い
て
報
償
し
ま
す
。

『
亘
亘
o
ロ
ロ
亘
亘
o
o
o
o
o
口
』

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

皿
医
療
費
と
保
険
税
㎜

『
壺
o
δ
り
壺
口
亘
o
ロ
ロ
壺
壺
o
亘
』

　
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
、
昭
和
五

十
四
年
中
に
ど
の
位
の
医
療
費
が
か
・

り
、
そ
の
負
担
区
分
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
又
国
民
健
康
保
険
事
業
は
ど
の

よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
、
医
療
費
と
保
険
税
、
そ
し

て
国
民
健
康
保
険
事
業
に
対
す
る
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
老
人
医
療
費
や
妊
産
婦
乳
児
医
療
費

な
ど
を
受
給
し
て
お
ら
れ
る
方
に
つ
い

て
は
直
接
自
分
で
は
支
払
っ
て
い
な
い

た
め
ど
の
位
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
同
じ
診
療
で
も
診
察
す
る
時
に
よ
っ

て
診
察
料
が
違
い
ま
す
。
急
病
、
緊
急

の
と
き
以
外
は
つ
と
め
て
診
療
時
間
内

に
受
診
し
、
医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　・も’、
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料〔乙〕診□再料〔乙〕診□初

時　　間　　内 加　　　　　算

再　　診　　料

（購讐喜薯療）
　　　　330
（乳幼児430）

時間外 休　日 深　　夜

500 1，500 3，600

内科再診料 　　　　560
（乳幼児660）

500 1，500 3，600

（注）L休日加算は次の医療機関が診療した場合に算定できる。
　　　σり救急医療対策の一環として設けられている施設又は休日当番医療機関
　　　“）当該休日を休診日とする医療機関
　　　⑰　当該休日を診療日とする医療機関の時間外診療
　　2。休日加算と時間外加算又は深夜加算との重複算定はできない。

時　間　内

保険医療機

関が表示す

　る診療時間

時　間　外

午前10時～

午前6時．
休日を除く

休　　　日

　日曜日・祝

　日及び12月

　29日～

　　1月3日

深　　　夜

（午鞠騙

初　診料 1，000 1，600 2，800 4，600

乳幼児（6
才未満）加
算した場合

1，240 1，840 3，040 4，840

（11）



〔医療費の負担区分〕例：（医療費1ヶ月13万円と1。。万円の負担金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　400，000円（40％）

審§∴

　　　　　　　　　　　修渉
　　　　　　　　　礎。副月r
　　　　　　　　♂諺繍毒

囎曜鱗灘嚢
　　　　　　　　　　⑱　ク　　1
6，500円　　　　・　　　　なく1，000，000

並L　　　』難難i　　　　　　　　　　　　　　　4ごw！。・響
50・000円（5％）　　　　　　　｝∫』二』二茅す・”　　　　　　　250，000円（25％

辮（4％）磯　欝一幡％）
　　　　　130，500円（13％）　　　　　　　　　　130，500円（13％）

　　　　　　　　※　1ゆ00，000円の場合
　　　　　　　　　　国保で給付する分　961，000円（96％）
　　　　　　　　　　自己（患者）負担分　　39，000円（4％）

　　　　療離縞職斡＼

　　　書。診襯纐．弩

保険税蜜測30，000円華
32・500円’畿萎灘撚・．

勢　讐
※　130，000円の場合

　　国保で給付する分　91，000円（70％
　　自己（患者）負担分　39，000円（30％

医
療
費
は
み
ん
な
の
負
担

　
医
療
費
は
主
に
、
皆
さ
ん
が
納
め
る

保
険
税
と
国
庫
補
助
金
、
繰
入
金
な
ど

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

昭和54年度国民健康保険特別会計決算の状況

保険給付費

369，247千円（92％

∵
．
9
。
・・灘噸

円
　
　
円
　
円
　
円
　
円
）

金
千
　
千
入
千
入
千
　
千
％

19

金
4
6
　
04
　
61
　
3
0
8

出
渇
越
β
収
5
　
β
　
」
（

1
繰
2
6
　
1
収
2
計
3
2

支
　
　
、
　
産

　
入

県
　
繰
　
財
　
諸

円
円
円

千
千
千

60

09
61

3
6
渦

招
　
1
6
、

費
費
金
設
出

務
施健
支

総
保
諸

　国庫補助金
　217，800千円

　　（54％）

国民健康保険税

81ゑ謝円／

一部負担金
63，562千円

、　　16％

　
そ
の
年
の
保
険
税
は
毎
年
そ
の
年
に

支
払
う
べ
き
医
療
費
を
見
込
ん
で
予
算

を
た
て
ま
す
。
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
補

助
金
等
を
差
引
い
て
残
っ
た
額
に
よ
り

保
険
税
の
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
の
保
険
税
を
上
げ
な
い
た

め
に
も
医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　
年
々
増
嵩
す
る
医
療
費
の
実
態

な
ぜ
医
療
費
は

こ
ん
な
に
ふ
え
る
か

一
、
人
口
構
成
の
中
で
、

　
お
と
し
よ
り
の
占
め

　
る
割
合
が
急
速
に
ふ

　
え
て
い
る
こ
と
。
お

　
と
し
よ
り
は
む
つ
か

　
し
い
病
気
を
い
ろ
い

　
ろ
か
・
え
て
い
る
の

　
で
、
ど
う
し
て
も
医

　
療
費
は
か
さ
み
ま
す
。

二
、
医
学
が
進
歩
し
、

　
高
度
の
検
査
や
治
療

　
法
が
ど
ん
ど
ん
保
険

あ年昏リに偉康と幸せ制璽

　　　　　　　　ノヤ　　　ヘ　　　》1￥』！

孫雛編

（12）

　
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
日
常
生
活
の
中
で
も
健
康
に
気
を

　
つ
け
自
分
の
身
体
は
自
分
で
管
理
す

　
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
税
は
納
期
中
に

　
　
　
　
　
納
め
ま
し
ょ
う

　
松
代
町
に
お
い
て
も
、
一
人
一
カ
月

の
医
療
費
が
二
百
万
円
を
こ
え
る
も
の

が
例
外
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
大
き
い

病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
と
た
ち
ま
ち
医
療

費
は
二
百
万
円
や
三
百
万
円
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
国
保
は
こ
の
よ
う
な
場

　
　
　
　
　
　
合
に
個
人
個
人
が
い
ち

　
　
　
　
　
　
じ
る
し
い
負
担
を
し
い

◎

　
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

　
こ
と
。

三
、
み
な
さ
ん
の
生
活
水
準
が
向
上
し

　
お
医
者
さ
ん
に
か
・
る
人
が
ふ
え
た

　
こ
と
な
ど
が
医
療
費
の
ふ
え
る
原
因

切含人姥分喝功訪都象対給支費療医の体全険保康健民国L

盈

年
　
　
度

医療　費　計
受診率

1人当
1）平均

1人当1）

医療費

高額療養費

件　数
⑥

金　額
⑦

対前年
度　比

対前年
度　比

件　数
⑫
金　額
⑬

50 29，272 　　千円266，981 　件5．2 1．06 　　円46，995 1．22 461
　　千一円
13，669

51 29，652 307，127 5．4 1．05 56，259 1．20 503 17，986

52 28，788 317，360 5．5 1．01 60，189 1．07 448 15，281

53 27，889 357，637 5．5 1．01 71，042 1．18 489 22，722

54 27，316 397，752 5．7 1．02 82，528 1．16 541 23，524

ら
れ
た
り
、
生
活
が
破

壊
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

ま
た
必
要
な
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
毎

年
一
定
の
保
険
税
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
相

互
扶
助
を
行
い
、
命
と

生
活
を
守
る
制
度
で
す
。

　
い
つ
も
安
心
し
て
生

活
を
営
む
た
め
に
も
、

保
険
税
は
必
ら
ず
納
期
内
に
納
め
る
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
保
険
税
収
納
額

は
八
千
九
百
三
十
一
万
七
千
円
で
一
〇

〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
収
納
率
で
し
た
。

2．老人医療費支給対象者にか・る分

年
　
　
度

医療　費　計 受診率

1人当
り平均

1人当1）

医療費

高額療養費

件　数
⑭

金　額
⑮

対前年

度比
対前年
度　比

件　数
⑲
金　額
⑳

50 5，330 　干円90，439 　件10．3 1．02 　　円175N，235 1．14 213 　千円5，449

51 5，339 112，247 10．6 1．03 223，038 1．27 251 7，841

52 5，433 105，713 10．5 O．99 204，603 0．92 196 6，184

53 5，639 127，578 10．7 1．02 242，568 1．19 222 8，662

54 5，894 141，313 10．7 1．OO 256，289 1．06 248 10，488



蕗
認
認
認
簾
猛
潔
認
認
認
認
認
潔
銘
饗
孫
認
黙
圏
認
認
認
認
認
潔
認
認
認
猛
認
認
誌

露
灘
熊
雛
灘
蒙
溌
懸
灘
灘
猿
灘
燦
蟄
鞭
欝
∞
皿
壌
癬

認
認
認
認
認
潔
諭
簿
認
認
認
潔
潔
潔
鍵
潔
認
滋
認
躍
認
滋
認
滋
翼
認
認
籔
認
麗
認
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
に
き
て
、
も
う
一
度
や
り
な
お
さ
れ

父
子
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ

　
儀
明
（
あ
さ
え
ん
）

　
　
　
　
　
小
堺
広
子

　
夕
方
仕
事
か
ら
帰
っ
た
お
父
さ
ん
が

風
呂
に
入
る
と
、
三
人
の
子
供
達
も
、

次
々
に
入
り
ま
す
。
歌
を
唄
っ
た
り
、

な
ぞ
な
ぞ
が
聞
え
て
き
た
り
で
な
か
な

か
に
ぎ
や
か
で
す
。
風
呂
を
出
る
と
き

に
ぢ
尻
を
軽
く
た
た
い
て
も
ら
い
ま
す
。

忘
れ
て
い
る
と
「
お
尻
ペ
ン
し
て
」
と

戻
っ
て
来
て
た
た
い
て
も
ら
い
ま
す
。

我
が
家
で
は
「
だ
っ
て
」
と
「
・
・
ば

っ
か
」
と
言
う
言
葉
を
使
わ
な
い
約
束

を
し
て
あ
り
ま
す
。
い
た
ず
ら
を
し
て

怒
ら
れ
る
と
、
「
だ
っ
て
だ
っ
て
」
と
言

訳
を
し
、
何
事
も
同
じ
様
に
し
て
や
ら

な
い
と
、
「
誰
々
ば
っ
か
」
と
、
ひ
が
ん

で
泣
言
を
言
う
か
ら
で
す
。
う
っ
か
り

こ
の
言
葉
が
出
る
と
、
お
父
さ
ん
が
、

「
何
か
聞
え
た
な
あ
ー
」
と
言
い
な
が
ら
、

新
聞
紙
を
丸
め
、
ポ
カ
ー
ン
と
一
発
や

り
ま
す
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
は
寝
な
が

ら
、
子
供
達
に
、
昔
話
を
し
て
や
り
ま

す
。
　
「
お
話
だ
よ
ー
」
の
一
声
で
、
子

供
達
は
便
所
に
、
歯
磨
き
に
大
忙
し
で

済
ま
せ
る
の
で
す
が
、
な
か
に
は
話
に

遅
れ
て
は
大
変
と
、
歯
磨
き
も
そ
こ
そ

る
子
も
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
布
団
に

入
り
、
「
今
日
は
恐
い
お
話
？
」
、
　
「
う

ん
」
、
と
言
う
と
、
始
ま
る
ま
え
か
ら

頭
ま
で
布
団
に
も
ぐ
っ
て
聞
い
て
い
ま

す
。　
甘
い
お
菓
子
や
、
ジ
ュ
ー
ス
類
に
は

と
て
も
う
る
さ
く
、
「
こ
れ
を
食
べ
る

と
ど
う
な
る
？
」
「
歯
が
も
げ
る
」
「
こ

れ
を
飲
む
と
ど
う
な
る
？
」
「
お
し
っ

こ
が
で
る
」
な
ど
と
言
わ
せ
て
、
取
り

上
げ
て
し
ま
う
の
で
、
ち
ょ
っ
と
可
愛

想
な
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
で
も
こ
ん

な
お
父
さ
ん
が
、
子
供
達
は
大
好
き
で

す
。

秋
の
一
日

桐
山
（
こ
ま
つ
）

　
　
　
　
小
山
征

一

　
朝
、
二
階
の
窓
を
開
け
る
。
山
の
向

こ
う
は
一
面
の
朝
霧
で
あ
る
。

「
天
気
が
良
い
。
朝
か
ら
稲
刈
り
を
や

ろ
う
一
と
決
め
る
。
子
供
達
か
ら
も
手

伝
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
、
三
人
に
話

す
。
快
く
承
知
し
て
く
れ
る
。

　
朝
食
を
す
ま
せ
、
三
人
の
子
供
と
父

を
車
に
乗
せ
、
山
へ
と
急
ぐ
。
女
房
は

バ
イ
ク
で
後
を
追
い
か
け
て
く
る
。

　
仕
事
始
め
だ
。
ま
だ
少
し
露
が
残
る

が
バ
イ
ン
ダ
ー
で
刈
り
始
め
る
。
次
男

は
稲
を
集
め
る
。
長
男
は
運
ぶ
。
父
・

女
房
・
長
女
は
下
の
田
で
精
を
出
す
。

　
今
年
は
冷
夏
で
、
例
年
よ
り
穂
の
出

来
が
よ
く
な
い
。
次
男
は
「
こ
の
穂
は

な
ん
で
白
く
な
っ
て
い
る
の
？
」
等
、

手
伝
い
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
と
聞
く
。
い

も
ち
病
だ
と
答
え
る
と
「
な
ぜ
、
い
も

ち
病
に
な
る
の
か
」
と
追
求
し
て
く
る
。

返
事
に
困
る
位
い
ろ
い
ろ
と
聞
い
て
く

る
。
だ
が
、
青
空
の
下
、
子
供
達
と
一

緒
の
仕
事
は
楽
し
い
。
能
率
も
あ
が
る
。

　
子
供
達
は
汗
だ
く
で
頑
張
っ
て
く
れ

る
。
お
か
げ
で
予
定
よ
り
も
仕
事
が
は

か
ど
る
。
「
も
う
少
し
で
お
や
つ
だ
一

声
を
か
け
る
と
、
大
喜
び
で
も
う
ひ
と

が
ん
ば
り
し
て
く
れ
る
。

　
秋
空
の
下
、
あ
ぜ
道
で
の
お
茶
の
味

は
又
格
別
だ
。
お
茶
・
コ
ー
ラ
・
ジ
ュ

ー
ス
と
思
い
思
い
に
飲
み
、
話
に
花
が

さ
く
。

　
秋
は
一
人
で
も
多
く
の
人
手
が
要
る

そ
の
点
、
わ
が
家
は
七
人
の
大
家
族
だ

か
ら
都
合
が
よ
い
。
よ
そ
様
か
ら
う
ら

や
ま
し
が
ら
れ
る
。
家
中
が
健
康
で
働

く
の
が
一
番
だ
。
こ
れ
か
ら
も
体
を
大

切
に
し
一
生
懸
命
で
働
き
た
い
。

　
読
売
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
自

力
で
進
学
を
考
え
て
い
る
学
生
の
た
め

に
、
昭
和
3
9
年
読
売
育
英
奨
学
制
度
を

設
立
、
翌
4
0
年
に
第
一
期
生
を
受
け
入

れ
、
56
年
度
第
1
7
期
生
を
求
め
て
い
ま

す
。
文
系
大
学
や
読
売
新
聞
社
が
設
立

し
た
東
京
理
工
専
門
学
校
の
ほ
か
、
各

種
専
門
学
校
に
奨
学
制
度
を
適
用
し
、

必
要
な
学
費
の
貸
与
（
卒
業
時
に
返
済

を
免
除
）
、
生
活
費
の
一
切
を
保
証
す

る
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
で
す
。

希
望
者
は
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て

　
〒
㎜
　
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町

　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
目
七
番
一
号

　
　
　
　
　
読
売
新
聞
社
内

　
　
　
　
　
　
　
　
読
売
育
英
奨
学
会

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

（13）
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早
稲
田
大
学

清
水
司
総
長
来
町

　
1
0
月
1
9
日
、
早
稲
田
大
学
の
清
水
総

長
が
当
町
を
訪
問
さ
れ
ま
す
。

　
来
町
の
目
的
は
、
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

建
設
予
定
地
の
現
地
見
学
等
で
、
1
9
日

の
午
前
1
2
時
に
役
場
前
に
到
着
の
予
定

で
す
。

　
早
稲
田
大
学
で
は
、
当
町
に
進
出
を

決
定
以
来
、
長
野
県
の
追
分
町
に
つ
づ

い
て
第
2
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
づ
く
り

を
目
指
し
、
土
地
の
購
入
・
整
地
と
着

着
と
課
外
施
設
の
建
設
に
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
有
志
の
方
々
に

よ
り
結
成
さ
れ
た
「
早
稲
田
大
学
協
力

会
」
と
共
催
し
、
マ
ン
ド
リ
ン
楽
部
や

ハ
ー
モ
ニ
カ
ソ
サ
イ
テ
ィ
の
演
奏
会
を

1隻
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開
催
す
る
な
ど
積
極
的
な
当
町
と
の
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
．
早
稲
田
大
学
当
町
に
進
出
”

と
い
う
朗
報
以
来
、
“
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
”

完
成
を
心
待
ち
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
た
び
の
総
長
来
町
と
い
う
明

る
い
知
ら
せ
に
、
町
・
議
会
挙
げ
て
の

歓
迎
会
を
計
画
し
、
施
設
の
早
期
完
成

に
大
き
な
前
進
を
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。早

稲
田
大
学
広
報
で

　
　
松
代
町
が
大
き
く
紹
介

↑
　
　
　
　
さ
れ
て
い
ま
す
。

鑑
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先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
十
月
の
免

許
更
新
日
は
二
十
四
日
（
金
）
の
誤
り
で

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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停
電
の
お
知
ら
せ

10
月
3
0
日

－
午
前
9
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で
1

松
代
一
部
（
新
田
～
高
校
）

小
荒
戸
・
池
之
畑
・
下
山
・
海
老

ー
午
前
1
2
時
か
ら
午
後
2
時
ま
で
1

松
代
一
部
（
原
田
屋
～
松
代
物
産
）

11

月
7
日

－
午
前
8
時
3
0
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
ま
で
ー

峯
方
地
区
・
山
平
地
区
・
池
尻
・
千

年
・
奴
奈
川
地
区
・
善
宗
塚
住
宅
付

近明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
審
査
終
る

　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

主
催
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
が
〆
切

ら
れ
、
九
月
十
日
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
で
審
査
の
結
果
入
選
作
三
点
を
県
選

挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
県
で
審
査
の
う
え
後
日
全
国
審
査
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
当
町
で
の
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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、
小
野
島
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
水
小
学
校
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